
字幕付きＣＭへの取り組み

日本広告業協会

2025年5月9日（金）16:00～16:15
時事通信ビル ９階会議室

字幕付きＣＭ普及推進協議会（普及促進事業）
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全国広告業団体連絡会議



■今後の普及に向けて

字幕付きＣＭを制作する広告主の輪を広げるために

→各団体の専門的な取り組みと、連携して普及状況の
観測や対外的な情報発信を行う

→東京エリア（ナショナルクライアント）では一定の
普及が進んだ。

→地方エリアへの字幕付きCM普及促進を行いたい。

１．本日のセミナーの目的
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字幕付きＣＭとは、音声を文字化し、クローズドキャプション方式
（字幕重畳設定を行うことで表示される方式・ＣＣ字幕と言います）
で画面に表示されるＣＭを指します。より多くの方々にＣＭの情報を
お伝えするために有効な手段です。

２．字幕付きＣＭ普及推進協議会の取り組み

3



字幕付きＣＭ普及推進協議会とは

JAAA一般社団法人日本広告業協会 

情報アクセシビリティ向上のため
字幕付きＣＭの普及を図る

広告主

ＣＭの企画

放送局

ＣＭの放送

広告会社

ＣＭの制作

２０１４年設立

・協力団体2023年～
＜日本ポストプロダクション協会＞
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https://www.jaaa.ne.jp/


字幕付きＣＭ普及推進協議会

運営委員長 藤井 康正（電通 メディア・コンテンツ事業推進局
進行部チーフディレクター ）

運営委員 沼澤 忍（電通 コーポレートオフィス 広告電通賞
プロジェクト部広告電通賞事務局長

運営委員 髙品 宏仁（日本広告業協会 専務理事）

第11期（2025年1月～12月）
※日本広告業協会ではテレビ委員会が協議会活動を担務しています。
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字幕付きＣＭ普及推進協議会は2014年10月に設立されました。毎年、字幕付きＣＭセミナーを開催、障害者
団体との意見交換会、「字幕付きＣＭ素材搬入暫定基準」作成（日本民間放送連盟発行2017年10月適用）、
「ＣＣ（クローズド・キャプション）字幕付きＣＭトライアル放送2014 制作・入稿作業進行要領」作成
（日本広告業協会発行）、字幕付きＣＭ普及促進広告の掲載・アピール、字幕付きＣＭ実務者会議、字幕付
きＣＭ研究会などの活動を行っております。



字幕付きＣＭ普及推進協議会
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３．講師ご紹介

セッション② 「字幕付きCMの商流・ハンドブックの紹介等」

藤井 康正氏 JAAAテレビ委員会 字幕付きＣＭ検討ＷＧリーダー

／字幕付きCM普及推進協議会 第11期運営委員長 
 （株式会社電通 メディア・コンテンツ事業推進局進行部チーフディレクター）

セッション① 「字幕付きCMの概論等」

沼澤  忍氏 JAAA制作取引委員会委員長

／字幕付きCM普及推進協議会 第8期運営委員長 
（株式会社 電通 コーポレートオフィス 広告電通賞審議会事務局長） 

セッション③ 「字幕付与作業の実際等」 ＜技術系のお話し＝本日は割愛＞

成瀬 友弥氏 JPPA （株式会社デジタルエッグ ビットビジネス部 部長）
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セッション① 「字幕付きCMの概論等」

沼澤 忍氏 JAAA制作取引委員会委員長・字幕付きCM普及推進協議会 第8期運営委員長 
（株式会社 電通 コーポレートオフィス 広告電通賞審議会事務局長） 



すべての人にやさしいCM放送を。

2019年9月3日、第5回
字幕付きCM セミナーを
文京シビックセンターで
開催。

当日は、会場いっぱい
の322名の広告主・放
送局・制作会社・広告
会社も、そして、当事者
である聴覚障害者の
方々の参加があった。

協議会で行った普及
促進セミナーでは過去
最高の参加者数となっ
た。

字幕付きCM普及推進協議会
構成団体：

公益社団法人日本アドバタイザーズ協会 http://www.jaa.or.jp/
一般社団法人日本民間放送連盟 https://www.j-ba.or.jp/
一般社団法人日本広告業協会 https://www.jaaa.ne.jp/

http://www.jaa.or.jp/
https://www.j-ba.or.jp/
https://www.jaaa.ne.jp/


字幕付きＣＭ Ｐｏｒｔａｌ Ｗｅｂサイト

https://www.jaaa.ne.jp/jimaku_cm_portal/
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字幕付きCM関する初歩から、字幕を取り巻く状況など
動画でわかりやすく解説したもの。

第1話 聴覚障害者の声
第2話 広告主から
第3話 放送局から
第4話 字幕付きＣM概論
第5話字幕付与作業の実際

5つのお話としてまとめられている。

https://www.jaaa.ne.jp/jimaku_cm_cp/

「字幕付きＣM５つのお話（動画）」を
YouTubeに公開



第11期 の 活動ポイント
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（１）日本全国への字幕付きＣＭの理解促進
全国組織である「公益社団法人 全日本広告連盟」の協力を得て、各地区の広
告主、媒体社、広告会社、制作会社を対象とした普及活動を行う。

（２）対外的な情報発信
5月に開催される全広連大会・福井で字幕付きＣⅯの情報発信（チラシの配
布）を行う。各地区広告協会の協力を得て字幕付きＣＭの理解促進をテーマと
した、オンライン・ウエビナー（もしくはハイブリット開催）を実施する。

（３）普及状況の観測
字幕付きＣＭの普及状況を観測するために、適切な調査方法を検討する。調査
結果は「字幕付きＣＭ PORTAL WEB SITE」で公表する。



第11期 の 活動ポイント
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（１）日本全国への字幕付きＣＭの理解促進
（２）対外的な情報発信
全国組織である「公益社団法人 全日本広告連盟」の協力を得て、各地区の
広告主、媒体社、広告会社、制作会社を対象とした普及活動を行う。

5月15開催 全広連大会・福井
字幕付きＣⅯの情報発信（チラシの配布を実施）を行う。
※ JAAA定時総会／JPPA総会でも配布。



字幕付きCM通信 5月15日
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全広連大会・福井において資料封入配布



字幕付きCM通信 5月15日
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全広連大会・福井において資料封入配布



字幕付きCM通信 5月15日
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全広連大会・福井において資料封入配布



字幕付きCM通信 5月15日
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全広連大会・福井において資料封入配布



字幕付きCM通信 5月15日
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全広連大会・福井において資料封入配布



字幕付きCM通信 5月15日
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全広連大会・福井において資料封入配布



字幕付きCM通信 5月15日
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全広連大会・福井において資料封入配布



第11期 の 活動ポイント
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（３）普及状況の観測
字幕付きＣＭの普及状況を観測するために、適切な調査方法を検討する。調査
結果は「字幕付きＣＭ PORTAL WEB SITE」で公表する。

現在、調査会社と手法などについて、検討中

2025年 10月の調査 実施を想定



2023年7月実施の九州（福岡）の
字幕付きセミナーの様子
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日本全国に『字幕付きCM』を
広げるためには、地方エリアの
みなさまの
ご理解が不可欠です！



字幕に取り組んでいる広告主 企業名 2024年4月時点
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セッション②
「字幕付きCMの商流・ハンドブックの紹介等」

藤井康正氏 JAAAテレビ委員会 字幕付きＣＭ検討ＷＧリーダー
 （株式会社電通 メディア・コンテンツ事業推進局進行部チーフディレクター）



◆字幕付きＣＭ＜クローズド・キャプション（CC）＞の制作工程
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字幕付きCM商流の明示

誰に頼むのか、
どうすれば字幕
を付与できるの
かを明確に提示
した。



◎ますます高まる社会的ニーズ
高齢化社会の進展に伴い、テレビ視聴において情報
保障としての字幕を付けることが更に望まれていま
す。高齢者の耳が遠い方々を含めると全国には、
3,000万人ほどの難聴の方々がいると想定され、高
齢化社会の進展と共に字幕のニーズは明らかに増加
します。

◎CMの送り手と受け手、双方にメリッ
トがある！

字幕があればCMがわかり、商品やサー
ビスが理解され、購入や利用につながる。
良い商品やサービスを消費者に知っても
らい、購入、利用してもらうことで生活
がより良くなる。字幕付きＣＭは「マー
ケティング・ツール」なのです。

◎課題への一解決として

さて、字幕付きＣＭの普及への課題には以下があります。

①字幕付きＣＭの制作コスト②テレビ社へ搬入時の必要
追加コスト③字幕付与作業にの期間④字幕制作に対応で
きるポストプロダクションが分からない（どこで作業が
できるの？）⑤考査期間と内容が分からない

これらの課題に対して、このたび字幕付きＣＭの一層の
普及を図るため、『字幕付きＣＭハンドブック』
（PDF）を発行しました。

JAAA HPに掲示されています。www.jaaa.ne.jp

全ての人々に情報を届けることができることを目指し、
字幕付きCM普及推進協議会は
今後も促進と周知活動を行ってまいります。
ご協力よろしくお願い申し上げます。

字幕付きCMハンドブック



字幕付きＣＭを受け入れる放送局の状況（2020年10月〜すべての放送枠で対応）

対
応
枠
（
放
送
の
で
き
る
時
間
）
を
増
や
す

対
応
局
（
放
送
で
き
る
放
送
局
）
を
増
や
す
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字幕付きＣＭをさらに普及推進するための取り組み
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・放送局側の字幕付きCMの受け入れ態勢は整いました。

・ナショナルクライアントの出稿もだんだんと増えています。

・ローカル地区における字幕付きCMの普及に向け、
岡山／福岡／札幌と各地で説明会を実施しています。



字幕付きCMの放送割合（オンエア状況を計測）

字幕付きCM普及推進協議会による2022年調査において、
字幕付きCMへの好意度と理解度の向上は顕著でした。

国際ユニヴァーサルデザイン協議会（IAUD）CM字幕プロジェクトが実施したアンケートで
字幕付きCMを見た気持ちとして
「商品の特徴が伝わり理解でき興味につながる。企業選択度や好意度もあがる」
「字幕があるCMの商品を買いたい」
「差別をしない企業のファンになる」 等が重要なポイントとして挙げられています。
一方で日本での普及状況は JPPAの制作本数と、広告EDIセンターのOLなどはつかめていますが、
放送された割合のデータとしての把握は今後の検討課題となっていたため、その解決方法として
「CM総合研究所のデータを活用し、字幕付きCMの放送割合を測定する。」こととしました。

調査対象期間：2021年、2022年、2023年の4月期にオンエアされたCMが対象。
4月期は4月1日〜4月30日（5時起算）とする。

対象エリア ：東京地区の地上波5局（日テレ、TBS、テレビ朝日、テレビ東京、フジテレビ）。
対象CM    ：CM映像に［字幕］ロゴが表示されている、クローズドキャプションのCM。

ロゴがないものでも新規CM素材は広告主に取材し字幕のありなしを確認した。

28



字幕付きＣＭの普及状況（オンエア状況を計測）
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字幕付きＣＭの普及状況（オンエア状況を計測）

2024年６月発表 字幕付きＣＭ普及状況の観測レポート
（2024年４月《1か月間》）

東京企画（CM総研）
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字幕付きＣＭの普及状況

広告ＥＤＩセンター 字幕付きCM 搬入状況 JPPA字幕付きＣＭ対応会員社 受注状況（制作本数）

2025年１月発表
字幕付きＣＭ普及状況の
観測レポート

2024年10月《1か月間》

東京企画（CM総研）

312025/5/7



字幕付きＣＭの広がり ①ライオン株式会社（2023年1月〜）

32



字幕付きＣＭの広がり ②ユニ・チャーム株式会社（2023年12月〜）
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国際ユニヴァーサルデザイン協議会（IAUD）
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https://www.iaud.net/cmjimaku/index.html



字幕付きＣＭへの社会的関心の高まり

MARKETING HORIZON 2023Vol.10 (日本
マーケティング協会)より抜粋

352025/5/7



障害者差別解消法(2013年6月制定)

https://www8.cao.go.jp/shougai/suishin
/sabekai_leaflet.html
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2024年4月に障害者差別解消法が施行され、
企業に対し「合理的配慮の提供」が

義務付けられました。

字幕付きＣＭへの取り組み

https://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/sabekai_leaflet.html
https://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/sabekai_leaflet.html


https://www.deaflympics2025.com/
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デフリンピックとは？ 名称：第25回夏季デフリンピック競技大会 東京2025
（略称：東京2025デフリンピック）
期間：2025年11月15日（土）~26日（水）（12日間）
大会概要 国際ろう者スポーツ委員会が主催し、4年毎に開催される、デフアスリートを対象とした「きこえない・きこえにくい
人のオリンピック」です。2025年は、100周年の記念すべき大会で、日本では初めての開催となります。

字幕付きＣＭへの取り組み

https://www.deaflympics2025.com/


字幕付きＣＭ普及推進に向け
ご協力を

よろしくお願いいたします。

字幕付きＣＭへの取り組み
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